
 

第１２９０回 例会  Ｎｏ．３１    令和７年６月５日 (木) 

■ﾛｰﾀﾘｰｿﾝｸﾞ゙  「君が代」「奉仕の理想」 

■出席報告 会員４４名中１６名出席 

■出席率 

◆ゲストスピーカー 

◆ゲスト 

 

４０．００％   出席計算人数４０名 

画家 岩崎知子 様 

米山奨学生 キム ジ ウォンさん 

 

会長挨拶                       加藤 豊 

皆さんこんにちは。 

6月に入り、私の会長挨拶もあと2回を

残すのみとなりました。本日は外部卓

話で画家の岩﨑知子さんにおいでいた

だいております。よろしくお願いしま

す。 

さて、皆さんご存知だとは思いますが、

私は医療介護業界の人間です。病院を

経営しておりますと、一般の企業の方には分からないいろ

んな歳時記と言いましょうか、例年おこるイベントという

ものがございます。 

まず4月ですが、新しい職員がドバッと入職してまいりま

す。その中にはもちろんドクターもいて、例えばこの春、

私の病院には5人のドクターが入職をいたしました。それ

まで常勤の医者が25人しかいなかった病院なので、5人入

ってくると現場にはかなりの余剰感と言いましょうか、一

気にゆとりが出てきます。ただ、入りたてのドクターは、

まず仕事を覚えてもらわないといけないので、そういった

オンザジョブトレーニングやシフトの調整などで、現場が

少しバタバタといたします。5 月を過ぎると、そんなバタ

バタが落ち着いてきて、やがて秋を迎える頃になると、新

入職のドクターや職員の中には、職場に馴染めない人が出

始めて、退職の申し出があります。 

ここが不思議なのですが、医療現場では、新入職が4月に

集中するのに対して、退職は 12 月に集中するという傾向

があります。そうすると、今度は1月から3月まで深刻な

人手不足になります。 

例年、私どもの病院では、4月に比べて12月の方が患者さ

んが多いので、そういった現象も手伝いまして、一時的に

深刻な人手不足となります。果たして乗り切れるのかしら

と心配していると、4 月になって新しい職員が入ってくる

ので、やっとゆとりができます。 

 

こういった傾向が毎年続くので、旅行好きな私としては、

行楽の予定を上半期に集中せざるを得ません。前置きが長

くなりましたけども、明日から瑞風という列車に乗って旅

行に出ますので、本日は瑞風についてご紹介をしたいと思

います。 

瑞風はJR 西日本が運営する観光列車です。JR 各社は縄張

り意識が強いのか、瑞風は京都から下関まで、JR九州のな

なつ星は北九州から西鹿児島までしか運行されません。今

回、我々は山陰本線から山陽本線を回ってきますが、どん

な列車かというのはスライドをご覧ください。 

 

宿泊のできる観光列車は瑞風、ななつ星のほかに JR 東日

本が運営する四季島という列車がありますが、瑞風しかで

きない体験があります。スライドの右上のところをご覧く

ださい。こちらの

右端がデッキにな

っていて、ここか

ら外に出ることが

できます。 

今の日本の電車

で、走行中に外に

出られる電車はな

かなかないと思いますが、やはり安全上の理由があっての

ことだと思います。 

瑞風は観光列車ですので、ゆっくり走ってくれます。例え

ば宍道湖などの観光名所では湖の周りをくるくる2 回転 3

回転で回ってくれますので、程よい風に吹かれながら、ビ

ールを片手に良い眺めを堪能することができます。 

客室レイアウトは、左から浴室、寝室、リビング、トイレ

となっています。けれども、この部屋は一番広い部屋なの

で、一般のお客室はこれよりもっと狭いです。ただ、狭い

客室でも、通路側の壁を取り払うことができる設計となっ



ておりますので、通路を通るお客さんの視線さえ気になら

なければ、広々と使うことができます。 

 ちなみに乗客数は全部で30人、みなさん高齢者の方ばか

りなので、9 号車とか1 号車の客室だと、通路を通る人は

ほとんどいません。なので、使いたい放題に使うことがで

きます。まだ乗ったことがないという方は、ぜひ一度お試

しください。 

それでは本日もよろしくお願いします。 

 

 

ニコＢＯＸ 
●本日は画家の岩崎知子様にお越しいただきました。

「絵の世界について」お話いただきます。岩崎様、ようこ

そお越しくださいました。会員一同歓迎申しあげます。 

よろしくお願いいたします。 

田中幹事、藤田、松尾、恵利、後藤、西川、田島、 

成田、高山、水野、小野、堀江俊通、山﨑彰子 

（敬称略） 

誕生日のお祝を有難うございます。加藤会長 八木さん 

磯部さん 5 月 18 日から一週間、肺炎で入院しましたが

無事生還できて、今は元気にしています。 

西川さん 久しぶりです。しばらく休みましてご迷惑をお

かけしました。 

★春の健康感謝ニコニコ Day  成田さん、西川さん 

本日合計 ４１，０００ 円 

 

米山奨学金贈呈 

米山奨学金６月分を、加藤会長よりキム ジ ウォンさんに

お渡しいたしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご挨拶】 キム ジ ウォン 

今月も奨学金ありがとうございます。

2週前ぐらいに学友合同研修会に参加

し、蒲郡の竹島水族館に行きました。

正直に言いますと、あまり期待してな

かったのですが、意外といろんな生物

がいまして、すごく楽しかったです。 

また最近すごく忙しくて、今月までに

あと修士論文の提出と、臭素論文の発表があり、とても大

変な時期を過ごしています。また先生から学会の参加も頼

まれて、さらに忙しくなりましたけれども、この忙しい時

期を頑張ってみようと思います。 

 

10 ヶ年出席表彰 

出席委員長 小野素尊 

入会 10 ヶ年を迎えられた恵利有司さんに、加藤会長から

記念品としてダイヤ入り会員章を贈呈いたしました。 

 

 

幹事報告                      田中如以 

こんにちは。幹事報告させていただきます。 

 

その他、理事会議題の報告。 

 

外部卓話 

画家  岩崎知子 

          「絵画とともにある日々」 

皆様こんにちは。本日はこのような機会を

いただき誠にありがとうございます。 

私は日本の大学では物理を専攻しており

まして、名古屋の三菱電機で、数値制御装

置のソフトウェアの設計を 4 年しており



ました。でもどうしても合わなくて、アメリカの芸術大学

に留学をして理系からアートへ転身してからは、ずっと絵

の世界で生きております。アメリカの大学でアートを学ん

だので、日本のようなシステムで勉強していくわけではな

いので、かなり自由奔放な、ちょっと変わった技法を自分

で考えて描いております。 

今日は絵画技法について、私自身の表現と制作、そして次

はその絵があるという暮らしについて、この3つのテーマ

で私が日々向かい合っている絵画の世界についてお話し

したいと思います。 

私は大学では物理を専攻しておりまして、名古屋の三菱電

機で、数値制御装置のソフトウェアの設計を4年しており

ました。でもどうしても合わなくて、アメリカの芸術大学

に留学をして理系からアートへ転身してからは、ずっと絵

の世界で生きております。アメリカの大学でアートを学ん

だので、日本のようなシステムで勉強していくわけじゃな

いので、かなり自由奔放な、ちょっと変わった技法を自分

で考えて描いております。 

今日は絵画技法について、私自身の表現と制作、そして最

後にその絵があるという暮らしについて、この3つのテー

マで私が日々向かい合っている絵画の世界についてお話

ししたいと思います。 

まず絵画技法についてです。日本では明治以降、日本画と

いうものと洋画というものに分類されました。海外では日

本画も洋画も何もなく、2 次元の世界で表現するものをペ

インティングと言い、3次元と2次元だけです。 

ただ、日本は使っているその画材によって日本画と洋画に

分けています。日本画は炭や岩石を砕いた岩絵の具、金属

の箔を、それを「にかわ」という天然の接着剤で、和紙と

か絹の上に置いていくというような描き方をします。そう

いう岩石のものを砕いて載せるというのが、日本画の典型

的な形です。こちらは、日本画材を扱うお店の様子です。 

 
日本画材を扱うお店は年々減っていきまして、名古屋では

1 軒しかありません。東京へ行くとやはり東京藝大がござ

いますので、そこに古いお店が何店舗か。あと京都もやは

り需要がございますので、こういう画材屋さんは存在して

います。これはゴッホの作品ですけれども、ゴッホの時代 

 

は油絵の具しかありませんでした。最近はアクリルの絵の

具が発達してまいりました。違いはありますけど、まあタ

ッチで描くことができます。 

画材そのものが全く日本画と違うために、表現されて出て

きた絵も、全く違ったものになります。日本の伝統的な技

法を守る日本画というものと、洋画材で描く洋画。大きく

2 つの流れがあります。私はアメリカの芸術大学で学んだ

経験もあることから、日本の美観と西洋の美観を融合させ

たものを作りたいというのが根底にありまして、その両方

の画材を画面の上で融合させたような絵を描いています。

うちのアトリエで描いているところです。 

 
大きいテーブルの上に寝かして描いているのは日本画の

技法で、側面の奥に立てかけてあるのは、洋画の技法で描

いています。洋画はペースト状がすごく硬いので、立てて

描いても下に垂れていかないので、立てかけて描きます。

私の場合、両方を使い分けるので、一日中アトリエで立て

たり、寝かしたりを繰り返して、パネルがすごく重たいの

で。結構体力が必要です。こちらの作品が先ほど寝ていた

作品の完成形ですけれども、高さが 120cm、幅が 2ｍ40 セ

ンチの大作です。 大作はパネル自体が木製パネルで重く

なっていくので、私は屏風のように3分割して描いていき

ます。パッと見て日本画なのか洋画なのか、きっと一目で

はちょっとわからないような仕上がりになっていると思

います。この写真に近い作品を持ってまいりました。 

写真と実

物ではも

う発色も

違うし、質

感も全く

違うのを

分かって

いただけ

ると思い

ます。粉が

ちょっと

浮いたような感じで「たらし込みの技法」というのですが、

俵屋宗達の技法を使っています。ここは銀箔を使っていま

す。こういうところはアクリルの画材を使うとすごくフラ

ットになります。この西洋のアクリルのフラットな部分と、

日本画のちょっとふわふわっとした部分と、白の効果か、

そういうのを画面の中で融合して両方の素材を引き立て

るように、現代の日本画みたいなものを追求しております。

制作のテーマですけれど、自然は全く戸惑いがなく、行き

進んでいくものだという感じを強く持っています。人間は

なかなか戸惑わずに行き進むことはとても難しいので、自



然の戸惑うことなく行き進むその生命力を表現したい。で

も、その元気いっぱいの生命力ばかりじゃなくて、その奥

に、人間の持つ魂の明暗とか、心の奥底にある感情の揺ら

ぎとか、そういったものの具象です。 

完全に具象ではありませんが、私の絵はその具象と抽象の

間のような表現で描いています。尾形光琳も美しいけれど

も、その現代は必ず時代に即した美観が生まれていて、若

い子たちは若い子たちで、もちろん新しいものを生んでい

るんですけれども、この時代、私が何十年生きてきて、自

分の中で培ってきた現代の美観っていうものを模索する

日々というのが、私の日常となっています。大げさに言っ

ていますけれども、少しでも感じていただけたらすごく嬉

しく思います。 

年に一度ぐらいのペースで個展を開催しています。 

 これは去年の日本橋高島屋での展覧会の様子です。名古

屋では松坂屋名古屋店さんで、京都では造形動画廊で、毎

年行っています。来年2月25日から松坂屋の美術画廊で6

回目の個展をいたしますので、お時間ございましたら、ぜ

ひ皆さんにご覧になっていただけたら、とても嬉しく存じ

ます。 

次は、これも作品を見ながらお話しさせていただきます。

絵のある暮らしについてですが、これまで個展を通して、

国内外の多くの方々に作品を迎えていただいております。 

例えばニューヨークやドバイからの観光客の方が、百貨店

の画廊にふらっと入ってきまして。あっ、これいいねと買

ってくださいました。ドバイにもニューヨークにも、海を

渡っていくということがあるんです。作家としてとっても

嬉しいのは、私がどういう人間だとか、どういう絵描きだ

とか、どこの大学を出たとか、そんなことは関係なく、「い

いね」と思って絵を選んでくださる。それが作家として大

きな喜びです。皆さんが絵を見る。そして絵と暮らすとい

うこと。それは言葉では伝えきれない、感情とか思いとか

が交差する、とても深い行為だと私は思っています。絵は

美術館やギャラリーにある特別なものではなくて、暮らし

の中に絵があることで、人生が少し豊かになって、目に見

えない心のエネルギーにもつながるものだと感じており

ます。私はアメリカのことしかわからないのですが、豊か

な方ほど奉仕やボランティア、芸術活動にすごく関心があ

り、特にアメリカは、暮らしの中にアートを取り入れてい

ます。日本でも和室があった時代は、ふすまや屏風などが

あって、暮らしの中に絵がありました。 

 

こちらの方は日本橋高島屋の個展の時に気に入って購入

してくださって、額には入れずに廊下にこのように引っ掛

けて飾ってくださっています。西洋っぽい絵ですけれども、

屏風やふすまのような飾り方で、さすがだなあと。日本の

素敵な女性のお宅です。 

私が今経験していることをお話しします。祖父母の時代か

ら住み続けている、築90年以上になる古い家を、とうとう

建て替えることになりまして、家族の思い出がいっぱいな

のに、捨てなきゃいけない。 

その溢れ返る膨大な、父母や家族の思い出を捨てるのにも、

どうしようかと日々を送っていました。そして、家族をも

う一度思い出せるもの。それは、その生活に寄り添って、

壁にずっとかかっていた絵だということに気が付きまし

た。それはあたかも父と母と過ごした生活空間の香りであ

ったり、思い出を切り取って、新しい家に持っていくとい

うような感覚があって、絵画はこういう役割もするんだな

というのを痛切に感じております。 

これは、俳優の辰巳

拓郎さんの著書で

「日本ワイン礼賛」

の表紙です。絵はい

ろいろな使われ方

があるというひと

つのサンプルとし

て持ってまいりま

した。 

今回は私の作品を

中心に、こうしてご

紹介させていただきましたけれども、ぜひいろいろなギャ

ラリーを気軽にのぞいてみてください。高いとか安いとか、

これは値上がりするとか、投資目的に買おうとか、そうい

うこともあるかもしれませんが、そういうことは置いとい

て、有名とか無名とか関係なく、暮らしの中に寄り添う 1

枚の絵を探すというのは、空間に動きを与え、家族の心と

の会話も自分の心との会話も生む存在だと思います。それ

は人生を豊かにする 1 つの方法だと私は信じております。 

最後までお聞きくださりありがとうございました。 

 

第 12 回 理事会議事録 

日 時 ６月５日 12:00～ 

場 所 名古屋クレストンホテル 例会場  

出席者 加藤、後藤、恵利、松尾、藤田、小野、髙坂、 

田中、山﨑彰子（敬称略） 

議 第：  

１．事務局移転の件  

２．ポリオ寄付 １人 30 ドル 不足分 9440 円  

３．青少年交換留学生 エリウス・ステファン・モーテンセン君  

   受け入れ高校決定の件   豊明市 星城高校 ２年生 

４．退会承認の件   有沢祥子さん、今村昌根さん 

５ 新年度上半期会費請求書配布の件 

６．その他 

 

 

 

 

 

次回例会のご案内 

6 月12 日（木）退任挨拶 

6 月19 日（木）例会変更「会⾧幹事慰労夜間例会」 安江にて

※6 月26 日（木）休会 定款第7条第1節―ｄ 


